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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象についての情報を入力する入力処理部と、
　内視鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対して所定の画像処理を施す画像処理
部と、
　前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視
鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽
出する画像設定情報抽出部と、
　抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての前記画像設定情報として設定
する設定部と、
　を有し、
　前記リファレンス情報は、前記検査対象についての検査マニュアルの情報を含むことを
特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記検査対象についての前記情報に基づいて、前記リファレンス情報から、内視鏡の挿
入部の先端部に装着する光学アダプタについての光学アダプタ設定情報を抽出する光学ア
ダプタ設定情報抽出部と、を有し、
　抽出された前記光学アダプタ設定情報を告知する告知部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
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　検査対象についての情報を入力する入力処理部と、
　内視鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対して所定の画像処理を施す画像処理
部と、
　前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視
鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽
出する画像設定情報抽出部と、
　抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての前記画像設定情報として設定
する設定部と、
　前記画像設定情報を、前記画像処理を実行する機種に対応するように変換する画像設定
情報変換部と、
　を有し、
　前記リファレンス情報は、前記検査対象についての過去の検査画像の画像情報を含むこ
とを特徴とする内視鏡装置。
【請求項４】
　前記検査対象についての前記情報に基づいて、前記リファレンス情報から、内視鏡の挿
入部の先端部に装着する光学アダプタについての光学アダプタ設定情報を抽出する光学ア
ダプタ設定情報抽出部と、を有し、
　抽出された前記光学アダプタ設定情報を告知する告知部と、
　を有することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記光学アダプタ設定情報を、前記内視鏡に対応するように変換する光学アダプタ設定
情報変換部を有することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記リファレンス情報は、前記検査対象についての過去の検査画像の画像情報を含み、
　前記検査マニュアルの情報及び前記過去の検査画像の画像情報のうち、前記画像設定情
報抽出部において参照される前記リファレンス情報を選択する選択部を有することを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記リファレンス情報は、前記内視鏡装置の記憶部に記憶されていることを特徴とする
請求項１から６のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記リファレンス情報は、通信により外部装置から取得された情報であることを特徴と
する請求項１から６のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　検査対象についての情報を入力し、
　前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視
鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽
出し、
　抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての前記画像設定情報として設定
し、
　内視鏡により撮像して得られた前記検査対象の画像に対して所定の画像処理を施し、
　前記リファレンス情報は、前記検査対象についての検査マニュアルの情報を含むことを
特徴とする内視鏡装置の設定方法。
【請求項１０】
　前記検査対象についての前記情報に基づいて、前記リファレンス情報から、内視鏡の挿
入部の先端部に装着する光学アダプタについての光学アダプタ設定情報を抽出し、
　抽出された前記光学アダプタ設定情報を告知する、
　ことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡装置の設定方法。
【請求項１１】
　検査対象についての情報を入力し、
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　前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視
鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽
出し、
　抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての前記画像設定情報として設定
し、
　内視鏡により撮像して得られた前記検査対象の画像に対して所定の画像処理を施し、
　前記画像設定情報を、前記画像処理を実行する機種に対応するように変換し、
　前記リファレンス情報は、前記検査対象についての過去の検査画像の画像情報を含むこ
とを特徴とする内視鏡装置の設定方法。
【請求項１２】
　前記検査対象についての前記情報に基づいて、前記リファレンス情報から、内視鏡の挿
入部の先端部に装着する光学アダプタについての光学アダプタ設定情報を抽出し、
　抽出された前記光学アダプタ設定情報を告知する、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡装置の設定方法。
【請求項１３】
　前記光学アダプタ設定情報を、前記内視鏡に対応するように変換することを特徴とする
請求項１２に記載の内視鏡装置の設定方法。
【請求項１４】
　前記リファレンス情報は、前記検査対象についての過去の検査画像の画像情報を含み、
　前記検査マニュアルの情報及び前記過去の検査画像の画像情報のうち、前記画像設定情
報を抽出する際に参照される前記リファレンス情報を選択することを特徴とする請求項９
に記載の内視鏡装置の設定方法。
【請求項１５】
　前記リファレンス情報は、前記内視鏡装置の記憶部に記憶されていることを特徴とする
請求項９から１４のいずれか１つに記載の内視鏡装置の設定方法。
【請求項１６】
　前記リファレンス情報は、通信により外部装置から取得されることを特徴とする請求項
９から１４のいずれか１つに記載の内視鏡装置の設定方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置及び内視鏡装置の設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡が医療分野および工業分野で広く利用されている。内視鏡は、細長い
挿入部を有し、先端部に設けられた観察窓に入射する光から被写体像を得て、モニタに表
示させたり、内視鏡画像を検査画像として記録したりすることができる。
【０００３】
　内視鏡検査を行う前に、被写体あるいは検査内容に応じて、例えば検査マニュアルの指
示に従って、先端部に装着して使用する光学アダプタの選択、画像の明るさのためのゲイ
ン値、及び画像サイズの指定等の各種画像設定が内視鏡装置に対して、検査者であるユー
ザにより行われる。
【０００４】
　光学アダプタには、複数種類のアダプタがあり、例えば、焦点距離、視野方向（直視又
は側視）、及び画角、等において異なる。ユーザは、挿入部の先端部に指定された光学ア
ダプタを設定すなわち装着する。さらに、例えば、検査部位の記録画像に必要な画像の明
るさ、記録画像における検査部位の大きさ、等も、予め決められており、ユーザは、検査
部位に応じて、画像についての明るさ及び露光時間についてのゲイン値、画像のサイズ、
電子ズームのズーム量等の画像設定も、検査前に行わなければならない。
【０００５】
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　ユーザは、指定された光学アダプタを装着し、画像設定に関する各種パラメータの設定
を行ってから、被写体内に挿入部を挿入して、検査部位を撮像し、検査画像である内視鏡
画像は、検査結果としてメモリ装置に記録される。記録された内視鏡画像は、検査履歴デ
ータとして記録され、検査レポートに添付されるなどして使用される。
【０００６】
　よって、検査時に取得される内視鏡画像が、前回あるいは過去の検査時の画像と同じ条
件で撮像された画像となるように、通常、検査マニュアルなどには、使用する光学アダプ
タの種類、及びゲイン値等の各種画像設定情報が記載され、ユーザは、その検査マニュア
ルを参照して、内視鏡装置の設定作業を行う。
【０００７】
　また、近年は、特開２００３－１３５３７１号公報に開示のように、パーソナルコンピ
ュータ（以下、PCという）に内視鏡を接続して、PCから内視鏡を制御可能な内視鏡システ
ムも提案されている。特開２００３－１３５３７１号公報には、トレーニングマニュアル
をモニタに表示する機能を有する内視鏡装置も提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－１３５３７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、検査者であるユーザにとって、検査を行う場所に検査マニュアルを持ち込み、
検査マニュアルを見ながらの設定作業、あるいは上述した特開２００３－１３５３７１号
公報に開示のようなモニタに表示されたマニュアルを見ながらの設定作業は、時間が掛か
り繁雑である。
【００１０】
　また、検査マニュアルには、現場で調整された設定情報まで記録されていない場合もあ
る。例えばズーム量が検査マニュアルに記載されていないと、ユーザが検査中にズーム量
を任意に設定するため、得られた検査画像中のキズの大きさが、検査の度に異なり、検査
レポートに示された検査画像と過去のレポートの検査画像との比較がしづらいという問題
が生じる。
【００１１】
　そこで、本発明は、内視鏡検査における設定を容易にして効率的な検査を可能とする内
視鏡装置及び内視鏡装置の設定方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、検査対象についての情報を入力する入力処理部と、内
視鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対して所定の画像処理を施す画像処理部と
、前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視
鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽
出する画像設定情報抽出部と、抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての
前記画像設定情報として設定する設定部と、を有し、前記リファレンス情報は、前記検査
対象についての検査マニュアルの情報を含む。
　また、本発明の他の態様の内視鏡装置は、検査対象についての情報を入力する入力処理
部と、内視鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対して所定の画像処理を施す画像
処理部と、前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報か
ら、内視鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定
情報を抽出する画像設定情報抽出部と、抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理に
ついての前記画像設定情報として設定する設定部と、前記画像設定情報を、前記画像処理
を実行する機種に対応するように変換する画像設定情報変換部と、を有し、前記リファレ



(5) JP 6635680 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

ンス情報は、前記検査対象についての過去の検査画像の画像情報を含む。
【００１３】
　本発明の一態様の内視鏡装置の設定方法は、検査対象についての情報を入力し、前記検
査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視鏡により
撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽出し、抽
出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての前記画像設定情報として設定し、
内視鏡により撮像して得られた前記検査対象の画像に対して所定の画像処理を施し、前記
リファレンス情報は、前記検査対象についての検査マニュアルの情報を含む。
　また、本発明の他の態様の内視鏡装置の設定方法は、検査対象についての情報を入力し
、前記検査対象についての情報に基づいて、前記検査対象のリファレンス情報から、内視
鏡により撮像して得られた検査対象の画像に対する画像処理についての画像設定情報を抽
出し、抽出された前記画像設定情報を、前記画像処理についての前記画像設定情報として
設定し、内視鏡により撮像して得られた前記検査対象の画像に対して所定の画像処理を施
し、前記画像設定情報を、前記画像処理を実行する機種に対応するように変換し、前記リ
ファレンス情報は、前記検査対象についての過去の検査画像の画像情報を含む。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、内視鏡検査における設定を容易にして効率的な検査を可能とする内視
鏡装置及び内視鏡装置の設定方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係わる内視鏡装置１の概略構成図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係わる、内視鏡装置１の本体部２の内部の回路構成
を説明するためのブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係わるメモリカード１１におけるデータ構造を示す
図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係わる、内視鏡装置１における設定処理の流れの例
を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係わる、内視鏡装置１における設定処理の流れの例
を示すフローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施の形態に係わる、検査対象エンジンの選択画面の例を示す図
である。
【図７】本発明の第１の実施の形態に係わる、検査ポートの選択画面の例を示す図である
。
【図８】本発明の第１の実施の形態に係わる、確認画面の例を示す図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態に係わる、装着指示画面の例を示す図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態に係わる、確認画面の例を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態に係わる、S15及びS18における検査マニュアルのサ
ンプル画像の表示例を示す図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態に係わる、検査画像の画像情報のデータ構造の例を
示す図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態に係わる、メモリカード１１Aにおけるデータ構造
の例を示す図である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態に係わる、コンバート情報のデータ構造の例を示す
図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態に係わる、内視鏡装置１Aにおける設定処理の流れ
の例を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の第２の実施の形態に係わる、内視鏡装置１Aにおける設定処理の流れ
の例を示すフローチャートである。
【図１７】本発明の第２の実施の形態に係わる、確認画面の例を示す図である。



(6) JP 6635680 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

【図１８】本発明の第２の実施の形態に係わる、コンバート処理の流れの例を示すフロー
チャートである。
【図１９】本発明の第３の実施の形態に係わる、設定処理の流れの例を示すフローチャー
トである。
【図２０】本発明の第３の実施の形態に係わる、使用する設定情報の選択画面の例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）
（全体構成）
　図１は、本実施の形態に係わる内視鏡装置１の概略構成図である。
【００１７】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、メインユニットである本体部２と、本体部２に接
続される内視鏡であるスコープユニット３とを含んで構成される。本体部２は、内視鏡画
像、操作メニュー等が表示される表示装置としての液晶パネル（以下、LCDと略す）４を
有する。LCD４は、内視鏡画像を表示する表示部である。
【００１８】
　スコープユニット３は、操作部５と、操作部５と本体部２とを接続するユニバーサルケ
ーブル６と、操作部５から延出する細長の挿入部７とを有するボアスコープである。スコ
ープユニット３は、本体部２に着脱可能となっている。挿入部７の先端部８には、後述す
る撮像ユニット３４（図２）が内蔵されている。撮像ユニット３４は、撮像素子、例えば
CCDセンサやCMOSセンサ等、と、撮像素子の撮像面側に配置されたレンズ群からなる撮像
光学系から構成される。先端部８には、光学アダプタ９が取り付け可能になっている。操
作部５には、フリーズボタン、記録指示ボタン（以下、RECボタン）、等の各種操作ボタ
ン５ａが設けられている。なお、検査者であるユーザは、フリーズ、記録などの指示を、
本体部２においても行うことができる。
【００１９】
　なお、ここでは、スコープユニット３は、挿入部７の先端部８に撮像ユニット３４が内
蔵されているが、スコープユニット３は、挿入部７内にリレーレンズなどの光学部材を設
け、操作部５に撮像ユニットが内蔵された構成を有していてもよい。本体部２には、メモ
リカード１１が装着されている。
【００２０】
　さらに、本体部２には、電源スイッチ２ａが設けられている。電源スイッチ２ａがオン
されると、本体部２及びスコープユニット３に所定の電力が供給されて、各種機能が実現
可能となる。ユーザは、電源スイッチ２ａをオンにした後、後述するような設定処理も含
めて各種設定が可能となり、その設定指示に従い各種設定を行うことができる。各種設定
が行われた後、ユーザは内視鏡検査を行うことができる。
【００２１】
　ユーザは、検査のとき、挿入部７を検査対象内に挿入して、被写体の撮像、静止画記録
等を行うことができる。例えば、検査対象が航空機用エンジンであれば、そのエンジンに
設けられた複数のアクセスポートのいずれかに挿入部７を挿入し、エンジン内の検査部位
であるブレードの画像を、LCD４に表示させ、メモリカード１１に記録することができる
。
【００２２】
　撮像して得られた内視鏡画像の画像データは、検査対象の検査データであり、記録媒体
であるメモリカード１１に記録される。メモリカード１１は、本体部２に対して着脱可能
な記憶部であり、例えばフラッシュメモリである書き換え可能なメモリである。
【００２３】
　なお、本実施の形態では、画像を記録する複数のフォルダ及び画像データは、本体部２
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に対して着脱可能な記録媒体としてメモリカード１１に記録されるが、本体部２に内蔵さ
れたメモリ、あるいは二点鎖線で示すように、インターネット１２を介して所定のサーバ
１３に送信して記録するようにしてもよい。
（回路構成）
　図２は、内視鏡装置１の本体部２の内部の回路構成を説明するためのブロック図である
。
【００２４】
　本体部２は、中央処理装置（以下、CPUという）２１と、ROM２２と、RAM２３とを含み
、互いにバス２４を介して接続されている。さらに、バス２４には、複数の各種インター
フェース（以下、I/Fという）２５～３１が接続されている。
【００２５】
　スコープユニット３の挿入部７の先端部８には、撮像ユニット３４と、照明部としての
発光ダイオード（以下、LEDという）３５とが設けられている。なお、LED３５の出射光側
には、図示しない照明光学系が設けられている。
【００２６】
　本体部２のI/F２５は、スコープユニット３の撮像ユニット３４への駆動信号の送信と
、撮像ユニット３４からの撮像信号の受信を行うための駆動及び受信回路である。I/F２
６は、照明部としてのLED３５へ駆動信号を送信するための駆動回路である。
【００２７】
　I/F２７は、操作部５からの各種操作信号を受信するための回路である。操作部５から
の各種操作信号には、各種操作ボタン５ａの操作信号が含まれる。I/F２８は、LCD４への
画像信号を供給するための回路である。
【００２８】
　I/F２９は、メモリカード１１への画像信号の書き込みとメモリカード１１からの画像
信号の読み出しを行うための回路である。I/F２９は、本体部２に設けられたコネクタ３
２を介して、メモリカード１１に接続されている。メモリカード１１は、コネクタ３２に
着脱可能に装着される。
【００２９】
　メモリカード１１には、検査により取得された検査画像が記録されるだけでなく、後述
する検査部位毎の検査マニュアル情報及び設定情報が予め記憶されている。設定情報は、
検査マニュアルに記載されている情報である。
【００３０】
　図３は、メモリカード１１におけるデータ構造を示す図である。　
　メモリカード１１は、２つのデータ記憶領域１１ａと１１ｂを有する。データ記憶領域
１１ａは、検査画像の画像データを記憶する画像データ記憶部である。データ記憶領域１
１ｂは、検査マニュアル情報と設定情報のデータを記憶する設定情報記憶部である。設定
情報は、リファレンス情報である。よって、検査対象についての検査マニュアルの情報と
設定情報が、リファレンス情報である。
【００３１】
　検査マニュアル情報は、検査の手順等の情報と共に、検査部位のサンプル画像も含む。
サンプル画像は、例えば、検査対象が航空機エンジンであれば、ユーザに対して撮影して
記録する被写体であるブレードの画像のテンプレート画像である。すなわち、サンプル画
像は、航空機エンジンのある検査ポートにおけるブレード画像を含み、ユーザにとっては
、画面中におけるブレードの位置及び大きさなどを把握することができる画像である。
【００３２】
　リファレンス情報である設定情報は、検査において使用する光学アダプタ情報と、画像
についての設定情報（以下、画像設定情報ともいう）とを含む。設定情報は、例えば、検
査対象がジェットエンジンであれば、検査ポート毎の使用する光学アダプタ情報と、検査
ポート毎の、画像についての画像設定情報とを含む。
【００３３】
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　光学アダプタ情報は、先端部８に装着される光学アダプタの型番などの情報である。　
　画像設定情報は、ブライトネスのレベル、露光時間、デジタルズームのズーム量、等々
の情報である。
【００３４】
　よって、メモリカード１１は、複数の検査対象あるいは複数の検査部位の検査マニュア
ル情報と、複数の検査対象あるいは複数の検査部位の設定情報が予め記憶されたデータ記
憶領域１１ｂを有し、検査マニュアル情報と設定情報は、検査対象毎あるいは検査部位毎
に設定される。
【００３５】
　例えば、航空機エンジン内の検査部位であるブレードの検査の場合、エンジンのアクセ
スポート毎に、検査マニュアル情報と設定情報は設定される。　
　なお、設定情報は、検査マニュアル情報に含まれるようにしてもよい。　
　さらになお、メモリカード１１には、過去の検査画像データも記録されている。
【００３６】
　図２に戻り、I/F３０は、本体部２をインターネット１２に接続するための回路である
。サーバ１３は、インターネット１２を介して、本体部２と接続され、本体部２は、その
コネクタと接続されているI/F３０を介して、サーバ１３とデータのやりとりをすること
ができる。　
　I/F３１は、スコープユニット３を介して、先端部８に装着された光学アダプタ９に本
体部２を接続するための回路である。
【００３７】
　光学アダプタ９は、光学アダプタの種類情報を格納するROM９ａを有しており、光学ア
ダプタ９に設けられた接点９ｂと先端部８に設けられた接点８ａとが接触し、挿入部７内
に挿通された信号線８ｂを介して、記憶部であるROM９ａとI/F３１は、電気的に接続され
る。
【００３８】
　よって、CPU２１は、先端部８に装着された光学アダプタ９の型番などの種類情報をROM
９ａからI/F３１を介して読み出すことができる。　
　本体部２は、内部にバッテリ３３を内蔵しており、バッテリ３３は、本体部２内の各種
回路へ電源を供給する。
【００３９】
　各I/Fは、CPU２１により駆動される。検査のとき、CPU２１は、LED３５の駆動指示信号
をI/F２６へ出力してLED３５を駆動し、被写体を照明する。そして、CPU２１は、各種駆
動信号をI/F２５を介して撮像ユニット３４へ出力する。撮像ユニット３４は、撮像信号
をCPU２１へ出力し、CPU２１は、受信した撮像信号に対して所定の画像処理を実行して検
査画像を生成し、LCD４へ出力する。その結果、ライブ画像がLCD４に表示される。
【００４０】
　CPU２１は、画像処理部であり、画像処理のためのプログラムは、ROM２２に記憶されて
いる。CPU２１は、ROM２２から画像処理プログラムを読み出してRAM２３に展開して実行
することにより、設定された画像設定情報に基づいて、撮像信号に対する画像処理を行う
。すなわち、CPU２１は、内視鏡であるスコープユニット３により撮像して得られた検査
対象の画像に対して所定の画像処理を施す画像処理部を構成する。
【００４１】
　操作部５は、操作部５に対するユーザによる操作内容を示す各種操作信号をCPU２１へ
供給する。ユーザが、フリーズボタンを押すと、CPU２１は、撮像ユニット３４からの撮
像信号に基づいて静止画を生成する。さらにユーザがRECボタンを押すと、その静止画の
画像データは、メモリカード１１に記録される。フリーズによる静止画は、LCD４に表示
されるので、ユーザは、フリーズされた静止画を一旦確認することができる。そしてユー
ザがその静止画を記録する場合は、RECボタンを押す。
【００４２】
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　ROM２２には、各種機能に応じた各種プログラムが格納されているが、後述する設定処
理プログラムも格納されている。検査者であるユーザの指示に応じて、CPU２１は、ユー
ザの指示に対応するプログラムをROM２２から読み出して実行する。
（作用）
　次に、内視鏡装置１の設定処理について説明する。
【００４３】
　図４及び図５は、内視鏡装置１における設定処理の流れの例を示すフローチャートであ
る。設定処理は、電源スイッチ２ａがオンされると、CPU２１がROM２２から図４及び図５
に示す設定処理プログラムを読み出すことにより、実行される。
【００４４】
　以下、検査対象が、航空機エンジンのブレードである場合を例として説明する。　
　例えば、ユーザが内視鏡装置１を検査対象のある場所へ持って行き、その場所で電源ス
イッチ２ａをオンにすると、図４及び図５に示す設定処理プログラムが実行される。
【００４５】
　まず、CPU２１は、メモリカード１１から設定情報の読み出しを行う設定情報読出処理
を実行する（S1）。S1では、CPU２１は、メモリカード１１の設定情報記憶部であるデー
タ記憶領域１１ｂから設定情報の読み出しを行う。
【００４６】
　なお、メモリカード１１に過去の検査画像が記憶されている場合、電源スイッチ２ａが
オンされると、最初に、CPU２１は、過去の検査画像に含まれる日付の情報と、記憶され
ている設定情報に関わる検査対象の点検周期とに基づいて、点検時期が迫っているエンジ
ン、検査ポート等の有無をチェックし、点検時期が迫っているエンジン等の情報を、LCD
４に表示してユーザに注意喚起するようにしてもよい。　
　データS1の後、CPU２１は、メモリカード１１に設定情報が格納済みであるかを判定す
る（S2）。メモリカード１１に設定情報が格納済みであるか否かは、メモリカード１１の
設定情報記憶部であるデータ記憶領域１１ｂにデータが格納されているか否かにより、判
定することができる。すなわち、S1において設定情報が読み出されたか否かに基づいて、
設定情報が格納済みであるかが判定される。
【００４７】
　設定情報が格納済みでない場合（S2:NO）、CPU２１は、設定情報格納処理を実行する（
S3）。例えば、サーバ１３が設定情報を有している場合、設定情報格納処理（S3）では、
CPU２１がインターネット１２を介してサーバ１３にアクセスして、設定情報を取得して
、メモリカード１１のデータ記憶領域１１ｂにデータを記憶する処理が行われる。あるい
は、設定情報格納処理（S3）において、設定情報が格納されているメモリカード１１に交
換する作業をするように、ユーザに指示が行われる。
　すなわち、リファレンス情報としての設定情報は、スコープユニット３の記憶部である
メモリカード１１に記憶されていてもよいし、通信により外部装置から取得してもよい。
【００４８】
　CPU２１は、S3の処理の後、S1の処理に戻る。設定情報がメモリカード１１に格納済み
であると（S2:YES）、CPU２１は、検査対象エンジンの選択処理を実行する（S4）。　
　なお、S3の処理があるため、ユーザは、内視鏡装置１を検査場所に持って行く前に、オ
フィースで、S2のチェックと必要なS3の処理を行うようにしてもよい。
【００４９】
　検査対象エンジンの選択処理では、CPU２１は、図６に示すような選択画面のGUIをLCD
４に表示させ、ユーザに検査対象を選択させる。　
　図６は、検査対象エンジンの選択画面の例を示す図である。CPU２１は、図６に示す選
択画面を生成して、LCD４の画面４ａに表示させる。検査対象エンジンの選択画面４１は
、検査対象であるエンジンを選択させるための、検査対象に対応した複数（ここでは３つ
）のボタン４２と、「該当なし」ボタン４３と、「OK」ボタン４４とを含む。
【００５０】
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　ユーザは、設定情報のあるエンジンのリストを示す複数のボタン４２の中から選択し、
「OK」ボタン４４を選択することにより検査対象のエンジンを選択することができる。選
択は、図示しない操作器を操作することにより画面４ａ上のカーソルを選択対象の位置ま
で移動させて決定操作を行うことにより、行うことができる。
【００５１】
　検査対象エンジンの選択処理（S4）の後、CPU２１は、該当なしが選択されたか否かを
判定する（S5）。該当なしが選択されたか否かは、S3の処理において、「該当なし」ボタ
ン４３が選択されたか否かに基づいて判定される。
【００５２】
　該当なしが選択されないとき（S5:NO）、CPU２１は、検査ポートの選択処理を実行する
（S6）。　
　検査ポートの選択処理では、CPU２１は、図７に示すような選択画面のGUIをLCD４に表
示させ、ユーザに検査対象を選択させる。
【００５３】
　図７は、検査ポートの選択画面の例を示す図である。CPU２１は、図７に示す選択画面
を生成して、LCD４の画面４ａに表示させる。検査ポートの選択画面５１は、検査しよう
とする検査ポートを選択させるための、検査ポートに対応した複数（ここでは３つ）のボ
タン５２と、「該当なし」ボタン５３と、「OK」ボタン５４とを含む。
【００５４】
　ユーザは、設定情報のある検査ポートのリストを示す複数のボタン５２の中から選択し
、「OK」ボタン５４を選択することにより検査対象のエンジンを選択することができる。
選択は、図示しない操作器を操作することにより画面４ａ上のカーソルを選択対象の位置
まで移動させて決定操作を行うことにより、行うことができる。
【００５５】
　検査ポートの選択処理（S6）の後、CPU２１は、該当なしが選択されたか否かを判定す
る（S7）。該当なしが選択されたか否かは、S5の処理において、「該当なし」ボタン５３
が選択されたか否かに基づいて判定される。
　以上のように、S4とS6の処理は、検査対象についての情報を入力する入力処理部を構成
する。
【００５６】
　S4あるいはS6において該当なしが選択されたとき（S4:YES、S6:YES）、CPU２１は、確
認処理を実行する（S8）。　
　確認処理では、CPU２１は、図８に示すような確認画面のGUIをLCD４に表示させ、ユー
ザに確認をさせる。
【００５７】
　図８は、確認画面の例を示す図である。CPU２１は、図８に示す確認画面を生成して、L
CD４の画面４ａに表示させる。確認画面６１は、メッセージ表示部６２と、「YES」ボタ
ン６３と、「NO」ボタン６４とを含む。
【００５８】
　メッセージ表示部６２は、「設定情報のないエンジンあるいは検査ポートを検査しよう
としていますが、よろしいですか？」の文字を含む。　
　「YES」ボタン６３は、ユーザが、設定情報のないエンジンあるいは検査ポートの検査
を行うことを了解しているときに、選択され、「NO」ボタン６４は、ユーザが、図６、図
７の誤選択をしてしまったときに、選択される。
【００５９】
　ユーザに「YES」ボタン６３あるいは「NO」ボタン６４を選択させることにより、設定
情報のないエンジンあるいは検査ポートの検査を行おうとしていることの確認をユーザに
対してすることができる。
【００６０】
　確認処理（S8）の後、CPU２１は、設定情報なしでよいかを判定する（S9）。設定情報
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なしでよいか否かは、S8の処理における「YES」ボタン６３が選択されたか否かに基づい
て判定される。
【００６１】
　設定情報なしでよいと判定されると（S9:YES）、CPU２１は、検査処理に移行する（S10
）。すなわち、設定処理が終了したので、ユーザは検査を行うことができ、検査処理では
、ユーザの指示に応じた内視鏡画像の記録などが行われる。
【００６２】
　設定情報なしでよいと判定されなかったとき（S9:NO）、すなわちS8の処理において「N
O」ボタン６４が選択されたとき、CPU２１は、S4の処理に移行し、検査対象エンジンの選
択処理に戻る。
【００６３】
　S7の処理において、該当なしが選択されなかったとき、CPU２１は、入力された検査対
象についての情報、ここではエンジンと検査ポートの情報、に基づいて、メモリカード１
１から設定情報の抽出を行う設定情報の抽出処理を行う（S11）。
　すなわち、S11の処理は、入力された検査対象についての情報に基づいて、検査対象の
リファレンス情報から、スコープユニット３により撮像して得られた検査対象の画像に対
する画像処理についての画像設定情報を抽出する画像設定情報抽出部を構成する。さらに
、S11の処理は、検査対象についての情報に基づいて、リファレンス情報から、スコープ
ユニット３の挿入部７の先端部８に装着する光学アダプタ９についての光学アダプタ設定
情報を抽出する光学アダプタ設定情報抽出部を構成する。
【００６４】
　S11の後、CPU２１は、挿入部７の先端部８に、装着する光学アダプタを指示する処理を
行い（S12）、指示した光学アダプタの装着をユーザに促す。S12では、LCD４の画面４ａ
に、装着指示画面７１が表示される。すなわち、S12の処理は、抽出された光学アダプタ
設定情報をユーザに告知する告知部を構成する。
【００６５】
　図９は、装着指示画面の例を示す図である。CPU２１は、図９に示す装着指示画面７１
を生成して、LCD４の画面４ａに表示させる。装着指示画面７１は、メッセージ表示部７
２と、「OK」ボタン７３とを含む。　
　メッセージ表示部７２は、「光学アダプタは、120D/FFを装着して下さい」の文字を含
む。
【００６６】
　「OK」ボタン７３は、ユーザが、光学アダプタを装着した後に、選択される。　
　CPU２１は、指示された光学アダプタが装着されかを判定し（S13）、指示された光学ア
ダプタが装着されていない場合（S13:NO）、CPU２１は、確認処理を実行する（S14）。
【００６７】
　確認処理では、CPU２１は、図１０に示すような確認画面のGUIをLCD４に表示させ、ユ
ーザに確認をさせる。　
　図１０は、確認画面の例を示す図である。CPU２１は、図１０に示す確認画面を生成し
て、LCD４の画面４ａに表示させる。確認画面８１は、メッセージ表示部８２と、「YES」
ボタン８３と、「NO」ボタン８４とを含む。
【００６８】
　メッセージ表示部８２は、「推奨された光学アダプタが装着されていませんが、よろし
いですか？」の文字を含む。　
　「YES」ボタン８３は、ユーザが、指定された光学アダプタが装着されていない状態で
検査を行うことを了解しているときに、選択され、「NO」ボタン８４は、ユーザが、指定
された光学アダプタが装着されていない状態で検査を行わないときに、選択される。
【００６９】
　ユーザに「YES」ボタン８３あるいは「NO」ボタン８４を選択させることにより、指定
された光学アダプタが装着されていない状態で検査を行うことの確認をユーザに対してす
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ることができる。
【００７０】
　確認処理（S14）の後、CPU２１は、指示された光学アダプタが装着されていない状態で
検査を行うことでよいかを判定する（S15）。指定された光学アダプタが装着されていな
い状態で検査を行うことでよいか否かは、S14の処理における「YES」ボタン８３が選択さ
れたか否かに基づいて判定される。
【００７１】
　指示された光学アダプタが装着されていない状態で検査を行うことでよいと判定されな
かったとき（S15:NO）、すなわちS14の処理において「NO」ボタン８４が選択されたとき
、CPU２１は、S12の処理に移行し、装着する光学アダプタを指示して装着を促す処理に戻
る。
【００７２】
　指示された光学アダプタが装着されていない状態で検査を行うことでよいと判定される
と（S16:YES）、CPU２１は、検査マニュアルのサンプル画像を表示し（S16）、検査処理
に移行する（S17）。
【００７３】
　指示された光学アダプタが装着された場合（S13:YES）、CPU２１は、自動設定処理を実
行する（S18）。　
　S18では、CPU２１は、データ記憶領域１１ｂから読み出した設定情報に基づいて、ブラ
イトネスレベル、ワイドダイナミックレンジ値、シャープネスレベル、デジタルズームの
ズーム量、等々の設定を行う。なお、設定情報にないパラメータは、設定されず、結果と
して初期値に設定される。
　すなわち、S18の処理は、抽出された画像設定情報を、画像処理についての画像設定情
報として設定する設定部を構成する。
【００７４】
　自動設定処理後、CPU２１は、検査マニュアルのサンプル画像を表示し（S19）、検査処
理に移行する（S20）。　
　図１１は、S16及びS19における検査マニュアルのサンプル画像の表示例を示す図である
。図１１は、検査時のLCD４の画面４ａに表示される検査画像９１を示す。検査画像９１
は、２つの表示ウインドウ９２と９３を含む。
【００７５】
　検査のとき、LCD４には、スコープユニット３の撮像ユニット３４からの撮像信号に基
づく、ライブ画像が表示されるが、ライブ画像は、表示ウインドウ９２に表示され、検査
マニュアルの画像は、表示ウインドウ９３に表示される。
【００７６】
　図１１に示すように、「AAAエンジン」の「検査ポート１」の検査について、左側の表
示ウインドウ９３に検査対象のサンプル画像が表示されるので、ユーザは、ライブ画像を
、そのサンプル画像と比較しながら、検査を行い、画像記録をすることができる。
【００７７】
　ユーザは、検査のときに、テンプレート画像であるサンプル画像を見ながら、その検査
部位の検査画像を記録するので、検査画像は、常に検査マニュアルのサンプル画像の大き
さ、配置などと同じになり、検査におけるトレーサビリティも高くなる。　
　なお、検査マニュアルのサンプル画像に代えて、検査中の検査部位の過去の検査画像が
あれば、過去の検査画像を、表示ウインドウ９３に表示させるようにしてもよい。
【００７８】
　さらになお、図１１では、ライブ画像とサンプル画像（あるいは過去の検査画像）が並
べて表示されているが、ライブ画像が表示されるウインドウ上に、検査マニュアルのサン
プル画像（あるいは過去の検査画像）を薄く透過形式で表示させて、ライブ画像と薄いサ
ンプル画像（あるいは過去の検査画像）を重畳表示するようにしてもよい。すなわち、検
査マニュアルに示されたサンプル画像（あるいは過去の検査画像）が、ライブ画像上に、
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いわゆるゴースト表示されるので、ユーザは、記録する画像の位置及び大きさなどを、サ
ンプル画像（あるいは過去の検査画像）と同じにし易い。　
　例えば、航空機エンジンの場合、１つの検査ポートについて検査が終了すると、ユーザ
は、次の検査ポートについての検査を行うが、次の検査ポートについても、上述した図４
と図５の処理に従って、検査が行われる。各検査ポートにおいて取得される検査画像も、
検査ポート毎の設定情報に基づいて設定が行われて得られた画像となる。
　また、図４と図５の処理の一部を、内視鏡装置１でなく、サーバ１３において行うよう
にしてもよい。
【００７９】
　以上のように、上述した実施の形態の内視鏡装置によれば、ユーザは、内視鏡検査にお
ける設定を容易にして効率的な検査を行うことができる。特に、ユーザによる内視鏡装置
の設定作業の負担を減らすことができる。
（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態では、光学アダプタ情報と画像設定情報を含む設定情報がメモリカー
ド１１に予め設定されて記憶されており、内視鏡装置１はその設定情報をメモリカード１
１から読み出して設定処理に利用しているが、第２の実施の形態では、設定情報は検査画
像に含まれ、内視鏡装置は、その設定情報を検査画像の画像情報から抽出して、抽出した
設定情報を設定処理に利用する。　
　本実施の形態の内視鏡装置１Aのハードウエア構成は、第１の実施の形態の内視鏡装置
１と同様であるので、説明は省略し、同じ構成要素については同じ符号を用いて説明する
。
【００８０】
　はじめに検査画像の画像情報の構成について説明する。　
　図１２は、検査画像の画像情報のデータ構造の例を示す図である。　
　図１２に示すように、各検査画像の画像情報１０１は、画像データ部１０１ａと、ヘッ
ダ部１０１ｂとを含んで構成されている。
【００８１】
　画像データ部１０１ａは、画像データを記憶する記憶領域である。　
　ヘッダ部１０１ｂは、画像データ部１０１ａに記憶された画像データについて、任意の
情報を追加記憶可能な記憶領域である。本実施の形態では、ヘッダ部１０１ｂには、光学
アダプタ情報と画像設定情報とを含む設定情報が記録される。メモリカード１１には、複
数の検査対象の複数の検査画像が記録され、各検査画像の画像情報は、図１２のようなヘ
ッダ情報を含む。
【００８２】
　そして、各検査画像をメモリカード１１Aに記録するときに、CPU２１は、設定情報とし
て、先端部８に装着されている光学アダプタ情報と、検査画像を取得したときの画像設定
情報を、画像情報１０１のヘッダ部１０１ｂに書き込む。
【００８３】
　すなわち、光学アダプタ情報は、当該検査画像が取得されて記録されたときの、先端部
８に装着されている光学アダプタ９の情報、例えば光学アダプタの型番の情報、である。
上述したように、光学アダプタ９の型番などの情報は、ROM９ａに記憶されているので、C
PU２１は、型番などの情報をROM９ａから読み出すことができる。
【００８４】
　画像設定情報は、当該検査画像を記録した機器情報と、当該検査画像が取得されたとき
の、第１の実施の形態で説明した、ブライトネスのレベル、露光時間、デジタルズームの
ズーム量、等々の画像設定情報とを含む。　
　また、メモリカード１１Aには、検査により取得された検査画像が記録されるだけでな
く、検査対象毎の過去の検査情報が予め記憶されている。
【００８５】
　図１３は、メモリカード１１Aにおけるデータ構造の例を示す図である。　
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　メモリカード１１Aは、２つのデータ記憶領域１１ａと１１ｃを有する。　
　データ記憶領域１１ａは、第１の実施の形態と同じである、検査画像の画像データを記
憶する画像データ記憶部である。但し、データ記憶領域１１ａには、過去の検査において
取得された複数の検査画像も記憶されている。データ記憶領域１１ａに記憶される過去の
各検査画像も、図１２に示すデータ構造を有している。よって、検査対象についての過去
の検査画像の画像情報が、リファレンス情報である。
【００８６】
　後述するように、過去の検査画像に基づいて、必要な設定情報の変換処理が行われるが
、その変換処理において用いられるコンバート情報も、メモリカード１１Aに記憶される
。データ記憶領域１１ｃは、そのコンバート情報を記憶するコンバート情報記憶部である
。
【００８７】
　図１４は、コンバート情報のデータ構造の例を示す図である。　
　コンバート情報１１１は、光学アダプタに関する光学アダプタコンバート情報１１２と
、画像設定情報に関する画像設定情報コンバート情報１１３を含む。
【００８８】
　光学アダプタコンバート情報１１２は、互いに型番などが異なる複数の光学アダプタ間
における、同一あるいは略同一の光学仕様の光学アダプタの対応関係を示す情報である。
光学アダプタの型番などは、例えば内視鏡装置のメーカ毎あるいは機種毎に異なる。図１
４は、光学アダプタコンバート情報１１２は、直視又は側視の視野方向が同じで、かつ焦
点距離と画角も同一あるいは略同一な２つの光学アダプタが対応付けられたテーブルデー
タの例を示す。　
　図１４の光学アダプタコンバート情報１１２は、例えば、A社製の光学アダプタ「AD-M0
1」と、B社製の光学アダプタは、「OA-100」とは、視野方向及び画角などの光学特性が同
一あるいは略同一であることを示し、同様に、A社製の光学アダプタ「AD-M02」と、B社製
の光学アダプタは、「OA-200」とは、視野方向及び画角などの光学特性が同一あるいは略
同一であることを示している。
【００８９】
　画像設定情報コンバート情報１１３は、内視鏡装置１Aのメーカ毎あるいは機種毎に互
いに異なる複数の画像設定情報の対応関係を示す情報である。画像設定情報の各パラメー
タ値は、例えば内視鏡装置のメーカ毎あるいは機種毎に異なる。図１４は、画像設定情報
コンバート情報１１３が、画像設定情報のパラメータ毎のテーブルデータを含むことを示
している。
【００９０】
　図１４の画像設定情報コンバート情報１１３のテーブル１１３ａは、ブライトネスのレ
ベルの対応関係を示すテーブルであり、例えば、A社製の機器のブライトネスレベル「０
」とB社製の機器のブライトネスレベル「０」が対応し、A社製の機器のブライトネスレベ
ル「１」とB社製の機器のブライトネスレベル「１０」が対応し、A社製の機器のブライト
ネスレベル「２」とB社製の機器のブライトネスレベル「２０」が対応することを示して
いる。
【００９１】
　テーブル１１３ｂは、露光時間の対応関係を示すテーブルであり、テーブル１１３ｃは
、デジタルズームのズーム量の対応関係を示すテーブルである。画像設定情報コンバート
情報１１３は、他の設定パラメータについてのテーブルも含む。
【００９２】
　以上のように、画像設定情報コンバート情報１１３には、画像設定情報のパラメータ毎
のテーブルが複数予め設定されている。　
　次に、内視鏡装置１Aの設定処理について説明する。
【００９３】
　図１５と図１６は、内視鏡装置１Aにおける設定処理の流れの例を示すフローチャート
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である。設定処理は、電源スイッチ２ａがオンされると、CPU２１がROM２２から図１５と
図１６に示す設定処理プログラムを読み出すことにより、実行される。
【００９４】
　なお、図１５と図１６において、図４と図５と同じ処理については、同じステップ番号
を付し、説明は簡略に行う。　
　CPU２１は、検査部位情報の入力処理を実行する（S21）。S21では、図示しない情報入
力画面がLCD４に表示され、ユーザは、検査対象の検査部位の情報を、その情報入力画面
に入力することができる。
　以上のように、S21の処理は、検査対象についての情報を入力する入力処理部を構成す
る。
【００９５】
　S21の後、CPU２１は、ユーザにより検査部位情報が適切に入力されたか否かを判定する
（S22）。例えば、検査対象が上述したような航空機エンジンである場合、エンジン名称
あるいは型式と検査ポート番号の入力が適切にされたか否かが判定される。
【００９６】
　検査部位情報が適切に入力されない場合（S22:NO）、CPU２１は、入力の催促処理を実
行し（S23）、処理は、S21に戻る。催促処理では、例えば、LCD４の画面４ａ上に、検査
部位情報の入力を促すメッセージ、未入力項目の入力の指示のメッセージ、等の表示が行
われる。
【００９７】
　検査部位情報が適切に入力された場合（S22:YES）、CPU２１は、入力された検査部位に
ついての過去の検査画像の有無の判定処理を実行する（S24）。
【００９８】
　具体的には、CPU２１は、S21で入力された検査部位情報に基づいて、その検査部位につ
いての過去の検査画像がメモリカード１１中に記録されているかの検索と判定を行うこと
によって、入力された検査部位について過去の検査画像が無いかの判定を行う。
【００９９】
　なお、過去の検査画像が所定のサーバ１３の所定の記憶領域に記憶されている場合は、
CPU２１は、インターネット１２を介してサーバ１３に対して、入力された検査対象につ
いて過去の検査画像の検索を行い、入力された検査対象について過去の検査画像が無いか
の判定を行うようにしてもよい。
　すなわち、リファレンス情報としての設定情報は、スコープユニット３の記憶部である
メモリカード１１に記憶されていてもよいし、通信により外部装置から取得してもよい。
【０１００】
　S25において入力された検査部位について過去の検査画像が無いと判定されたとき（S25
:YES）、CPU２１は、確認処理を実行する（S26）。　
　確認処理では、CPU２１は、図１７に示すような確認画面１２１のGUIをLCD４に表示さ
せ、ユーザに確認をさせる。
【０１０１】
　図１７は、確認画面の例を示す図である。CPU２１は、図１７に示す確認画面を生成し
て、LCD４の画面４ａに表示させる。確認画面１２１は、メッセージ表示部１２２と、「Y
ES」ボタン１２３と、「NO」ボタン１２４とを含む。　
　本実施の形態では、メッセージ表示部１２２は、例えば、「過去の検査画像のないエン
ジンあるいは検査ポートを検査しようとしていますが、よろしいですか？」の文字を含む
。
【０１０２】
　例えば、図１７の「YES」ボタン１２３は、ユーザが、過去の検査画像のないエンジン
あるいは検査ポートの検査を行うことを了解しているときに、選択され、「NO」ボタン１
２４は、ユーザが、誤選択をしてしまったときに、選択される。
【０１０３】
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　ユーザに「YES」ボタン１２３あるいは「NO」ボタン１２４を選択させることにより、
過去の検査画像のないエンジンあるいは検査ポートの検査を行おうとしていることの確認
をユーザに対してすることができる。
【０１０４】
　確認処理（S26）の後、CPU２１は、過去の検査画像が無しでよいかを判定する（S27）
。過去の検査画像なしでよいか否かは、S26の処理における「YES」ボタン１２３が選択さ
れたか否かに基づいて判定される。
【０１０５】
　過去の検査画像なしでよいと判定されると（S27:YES）、CPU２１は、検査処理に移行す
る（S10）。すなわち、設定処理が終了したので、ユーザは検査を行うことができ、検査
処理では、ユーザの指示に応じた内視鏡画像の記録などが行われる。
【０１０６】
　過去の検査画像なしでよいと判定されなかったとき（S27:NO）、すなわちS26の処理に
おいて「NO」ボタン１２４が選択されたとき、CPU２１は、S21の処理に移行し、検査部位
情報の入力処理に戻る。　
　S25の処理において、過去の検査画像があったとき（S25:NO）、CPU２１は、設定情報変
換処理であるコンバート処理を実行する（S28）。
【０１０７】
　コンバート処理は、過去の検査画像の画像情報からの設定情報の抽出処理と、コンバー
ト情報１１１に基づく、検査に用いる光学アダプタの決定、及び画像設定情報の決定の処
理を含む。
【０１０８】
　図１８は、コンバート処理の流れの例を示すフローチャートである。　
　コンバート処理では、はじめに、CPU２１は、設定情報の抽出処理を実行する（S31）。
具体的には、CPU２１は、過去の検査画像の画像情報１０１のヘッダ部１０１ｂに含まれ
る設定情報に基づいて、使用する光学アダプタ情報の抽出と、使用する画像設定情報の抽
出を行う。
　すなわち、S31の処理は、入力された検査対象についての情報に基づいて、検査対象の
リファレンス情報から、スコープユニット３により撮像して得られた検査対象の画像に対
する画像処理についての画像設定情報を抽出する画像設定情報抽出部を構成する。また、
S31の処理は、検査対象についての情報に基づいて、リファレンス情報から、スコープユ
ニット３の挿入部７の先端部８に装着する光学アダプタ９についての光学アダプタ設定情
報を抽出する光学アダプタ設定情報抽出部を構成する。
【０１０９】
　例えば、S31では、S21で入力された検査対象（あるエンジンのある検査ポート）につい
ての過去の検査画像の中から、日付の情報に基づいて最新の検査画像のヘッダ部１０１ｂ
に含まれる光学アダプタの型番の情報と画像設定情報が、CPU２１により検索されて抽出
される。
【０１１０】
　次に、CPUは、光学アダプタ及び画像設定情報の決定処理を実行する（S32）。具体的に
は、CPU２１は、S31で抽出された光学アダプタの型番に基づいて、対応する光学アダプタ
の情報を光学アダプタコンバート情報１１２から抽出し、その抽出した光学アダプタを、
使用すべき光学アダプタとする。
【０１１１】
　例えば、図１４の場合、過去の検査画像のヘッダ部１０１ｂに記録された型番が「OA-2
00」であれば、「OA-200」に対応する、型番「AD-M02」の光学アダプタを、使用する光学
アダプタとして決定される。
【０１１２】
　画像設定情報については、CPU２１は、S31で抽出された画像設定情報の複数のパラメー
タに基づいて、対応する複数のパラメータを画像設定情報コンバート情報１１３から抽出
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し、その抽出したパラメータを、使用する画像設定情報として決定する。すなわち、S32
の処理は、画像設定情報を、画像処理を実行する機種に対応するように変換する画像設定
情報変換部を構成する。さらに、S32の処理は、光学アダプタ設定情報を、スコープユニ
ット３に対応するように変換する光学アダプタ設定情報変換部を構成する。　
　例えば、図１４の場合、過去の検査画像のヘッダ部１０１ｂに記録された画像設定情報
のパラメータのうちブライトネスが、検査画像を記録した機器情報からB社の「１０」で
あると判定されれば、ブライトネスのテーブル１１３ａを参照して型番「１」が抽出され
る。同様に、過去の検査画像のヘッダ部１０１ｂに記録された画像設定情報の露光時間及
びデジタルズームのズーム量のそれぞれについては、それぞれ露光時間のテーブル１１３
ｂ及びデジタルズームのズーム量のテーブル１１３ｃを参照してパラメータ値が抽出され
る。他のパラメータについても、同様にして、対応するテーブルを参照して、過去の検査
画像のヘッダ部１０１ｂに記録されたパラメータに対応するパラメータ値が抽出される。
【０１１３】
　コンバート処理では、以上のようにして、過去の検査画像のヘッダ部１０１ｂに記録さ
れた設定情報に基づいて、検査おいて用いるべき光学アダプタと、検査において用いるべ
き各設定パラメータが、決定される。
【０１１４】
　S28の処理の後、CPU２１は、挿入部７の先端部８に、装着する光学アダプタを指示する
処理を行い（S12）、指示した光学アダプタの装着を促す。CPU２１は、図９に示すような
装着指示画面７１を生成して、LCD４の画面４ａに表示させる。
【０１１５】
　指示された光学アダプタが装着されていない場合（S13:NO）、CPU２１は、確認処理を
実行する（S14）。CPU２１は、図１０に示す確認画面を生成して、LCD４の画面４ａに表
示させる。　
　確認処理（S14）の後、CPU２１は、指示された光学アダプタが装着されていない状態で
検査を行うことでよいかを判定する（S15）。
【０１１６】
　指定された光学アダプタが装着されていない状態で検査を行うことでよいと判定されな
かったとき（S15:NO）、すなわちS14の処理において「NO」ボタン８４が選択されたとき
、CPU２１は、S12の処理に移行し、装着する光学アダプタを指定して装着を促す処理に戻
る。
【０１１７】
　指定された光学アダプタが装着されていない状態で検査を行うことでよいと判定される
と（S15:YES）、CPU２１は、過去の検査画像を表示し（S41）、検査処理に移行する（S17
）。　
　指示された光学アダプタが装着された場合（S13:YES）、CPU２１は、自動設定処理を実
行する（S18）。
【０１１８】
　S18では、CPU２１は、コンバート処理で決定された画像設定情報に基づいて、ブライト
ネスレベル、ワイドダイナミックレンジ値、シャープネスレベル、デジタルズームのズー
ム量、等々の設定を行う。なお、設定情報にないパラメータは、設定されず、結果として
初期値に設定される。
【０１１９】
　自動設定処理後、CPU２１は、過去の検査画像を表示し（S42）、検査処理に移行する（
S20）。なお、検査処理（S10,S17,S20）において、検査画像をメモリカード１１Aに記録
するとき、CPU２１は、設定情報（光学アダプタ情報と画像設定情報を含む）を、その検
査画像の画像情報１０１のヘッダ部１０１ｂに書き込む。
【０１２０】
　S41及びS42における過去の検査画像の表示形式は、上述した図１１と同様であり、図１
１の場合、表示ウインドウ９２にライブ画像が表示され、表示ウインドウ９３に過去の検
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査画像が表示される。
【０１２１】
　ユーザは、検査のときに、テンプレート画像として過去の検査画像を見ながら、その検
査部位の検査画像を記録するので、検査画像は、常に過去の検査画像の大きさ、配置など
と同じになり、検査におけるトレーサビリティも高くなる。
【０１２２】
　なお、本実施の形態においても、図１１の画像表示において、ライブ画像が表示される
ウインドウ上に、過去の検査画像を薄く透過形式で表示させて、ライブ画像と薄い過去の
検査画像を重畳表示するようにしてもよい。
【０１２３】
　本実施の形態においても、例えば、航空機エンジンの場合、１つの検査ポートについて
検査が終了すると、ユーザは、次の検査ポートについての検査を行うが、次の検査ポート
についても、上述した図１５と図１６の処理に従って、検査が行われる。
【０１２４】
　以上のように、本実施の形態の内視鏡装置によれば、ユーザは、内視鏡検査における設
定を容易にして効率的な検査を行うことができる。特に、ユーザの設定作業の負担を減ら
すことができる。
【０１２５】
　なお、コンバート処理において、過去の検査画像のヘッダ部１０１ｂに記録された設定
情報中の光学アダプタの型番などが、挿入部７の先端部８に装着されている光学アダプタ
９の型番などと一致する場合は、光学アダプタの指示の処理（S12）をスキップするよう
にしてもよい。
【０１２６】
　さらに、コンバート処理において、過去の検査画像のヘッダ部１０１ｂに記録された設
定情報中の機器情報が、内視鏡装置１Aと同じ型番の機種である場合は、コンバート処理
（S28）をスキップするようにしてもよい。
　また、図１５と図１６の処理の一部を、内視鏡装置１でなく、サーバ１３において行う
ようにしてもよい。
（第３の実施の形態）
　第１の実施の形態の内視鏡装置では、検査マニュアルの設定情報が利用され、第２の実
施の形態の内視鏡装置では、過去の検査画像に含まれる設定情報が利用されているが、第
３の実施の形態の内視鏡装置では、検査マニュアルの設定情報と過去の検査画像に含まれ
る設定情報の両方が存在する場合に、いずれの設定情報を利用するかを選択することがで
きる。
【０１２７】
　図１９は、本実施の形態に係わる設定処理の流れの例を示すフローチャートである。　
　図１９の設定処理は、電源スイッチ２ａがオンされると、CPU２１がROM２２から図１９
に示す設定処理プログラムを読み出すことにより、実行される。
【０１２８】
　CPU２１は、使用する設定情報の選択処理を実行する（S41）。　
　使用する設定情報の選択処理では、CPU２１は、図２０に示すような選択画面のGUIをLC
D４に表示させ、ユーザに検査対象を選択させる。
【０１２９】
　図２０は、使用する設定情報の選択画面の例を示す図である。CPU２１は、図２０に示
す選択画面を生成して、LCD４の画面４ａに表示させる。使用する設定情報の選択画面４
１は、検査マニュアルの設定情報を選択させるための「検査マニュアルの設定情報」ボタ
ン１３２と、過去の検査画像の設定情報を選択させるための「過去の検査画像の設定情報
」ボタン１３３と、「OK」ボタン１３４とを含む。
【０１３０】
　ユーザは、「検査マニュアルの設定情報」ボタン１３２又は「過去の検査画像の設定情
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を選択することができる。選択は、図示しない操作器を操作することにより画面４ａ上の
カーソルを選択対象の位置まで移動させて決定操作を行うことにより、行うことができる
。
　すなわち、リファレンス情報は、検査対象についての検査マニュアルの情報及び検査対
象についての過去の検査画像の画像情報を含み、S41の処理は、検査マニュアルの情報及
び過去の検査画像の画像情報のうち、画像設定情報抽出部（S11,S31）において参照され
るリファレンス情報を選択する選択部を構成する。
【０１３１】
　使用する設定情報の選択処理（S41）の後、CPU２１は、「検査マニュアル」ボタン１３
２が選択されたときは、第１の実施の形態で説明した図４と図５の処理を実行し、「過去
の検査画像」ボタン１３３が選択されたときは、第２の実施の形態で説明した図１５と図
１６の処理を実行する選択処理を実行する（S42）。
【０１３２】
　以上のように、上述した各実施の形態の内視鏡装置及び内視鏡装置の設定方法によれば
、ユーザは、内視鏡検査における設定を容易にして効率的な検査を行うことができる。特
に、ユーザの設定作業の負担を減らすことができる。
【０１３３】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１３４】
１、１A　内視鏡装置、２　本体部、２ａ　電源スイッチ、３　スコープユニット、４ａ
　画面、５　操作部、５ａ　操作ボタン、６　ユニバーサルケーブル、７　挿入部、８　
先端部、８ａ　接点、８ｂ　信号線、９　光学アダプタ、９ｂ　接点、１１、１１A　メ
モリカード、１１ａ、１１ｂ、１１ｃ　データ記憶領域、１２　インターネット、１３　
サーバ、２４　バス、３２　コネクタ、３３　バッテリ、３４　撮像ユニット、３５　LE
D、４１　選択画面、４２、４３、４４　ボタン、５１　選択画面、５２、５３、５４　
ボタン、６１　確認画面、６２　メッセージ表示部、６３、６４　ボタン、７１　装着指
示画面、７２　メッセージ表示部、７３　ボタン、８１　確認画面、８２　メッセージ表
示部、８３、８４　ボタン、９１　検査画像、９２、９３　表示ウインドウ、１０１　画
像情報、１０１ａ　画像データ部、１０１ｂ　ヘッダ部、１１１　コンバート情報、１１
２　光学アダプタコンバート情報、１１３　画像設定情報コンバート情報、１１３ａ、１
１３ｂ、１１３ｃ　テーブル、１２１　確認画面、１２２　メッセージ表示部、１２３、
１２４、１３２、１３３、１３４　ボタン。
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